
第二瀬戸大橋

下 島

上 島

平
山 

新
天
門
橋
建
設
工
事
を
含
む
大
矢

野
バ
イ
パ
ス
工
事
に
地
震
の
影
響
は
な
か

っ
た
の
か
。

建
設
部
長 

三
角
観
測
所
で
震
度
４
、
大

矢
野
観
測
所
で
震
度
５
弱
、
ま
た
16
日
の

本
震
の
際
に
は
、
三
角
観
測
所
で
震
度
５

弱
、
大
矢
野
観
測
所
で
震
度
６
弱
の
揺
れ

が
記
録
さ
れ
た
。
今
後
、
計
画
工
程
の
見

直
し
等
を
行
い
な
が
ら
、
平
成
29
年
度
の

供
用
開
始
を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
い

る
。

平
山 

個
別
の
用
地
交
渉
は
ほ
と
ん
ど
進

ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
よ
う
で
、
完
成

目
標
で
あ
る
概
ね
10
年
後
の
平
成
34
年
度

ま
で
の
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
お
願
い
し
た
い
。

市
長 

園
田
代
議
士
の
話
に
よ
る
と
、
多

く
の
方
々
に
こ
の
天
草
に
来
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
新
一
号
橋
が
来
年
中
に
完
成
す

る
。
さ
ら
に
引
き
続
き
大
矢
野
に
ノ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
バ
イ
パ
ス
を
造
っ
て
二
号
橋
ま

で
全
く
信
号
な
し
に
来
る
こ
と
が
出
来

る
。
さ
ら
に
は
、
平
成
30
年
か
ら
は
本
渡

側
の
第
二
瀬
戸
橋
の
事
業
が
始
ま
る
。
天

草
上
島
と
下
島
を
結
ぶ
第
二
天
草
瀬
戸
大

橋
を
含
め
た
「
本
渡
道
路
」
を
都
市
計
画

法
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
。
国
の
方
針
も

あ
る
程
度
固
ま
っ
た
も
の
と
受
け
止
め
て

い
る
。
今
後
も
第
二
瀬
戸
大
橋
を
含
む
本

渡
道
路
の
早
期
完
成
に
向
け
、
事
業
用
地

の
取
得
及
び
事
業
費
の
確
保
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
く
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
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田中　茂
議　員

・
防
災
体
制
の
現
状
評
価
と
今
後
を
問
う

・
今
後
の
道
路
行
政
に
、

　
　
　
　
　
何
か
良
い
仕
組
み
づ
く
り
を

・
防
災
体
制
の
現
状
評
価
と
今
後
を
問
う

・
今
後
の
道
路
行
政
に
、

　
　
　
　
　
何
か
良
い
仕
組
み
づ
く
り
を

平山　泰司
議　員

熊
本
天
草
幹
線
道
路

（
第
二
瀬
戸
大
橋
）早
期
完
成
に
つ
い
て

熊
本
天
草
幹
線
道
路

（
第
二
瀬
戸
大
橋
）早
期
完
成
に
つ
い
て

鶴戸　継啓
議　員

支
所
機
能
の
充
実
・

　
　
新
ま
ち
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て

支
所
機
能
の
充
実
・

　
　
新
ま
ち
づ
く
り
支
援
に
つ
い
て

浜﨑　昭臣
議　員

熊
本
地
震
の
教
訓
を
生
か
し
た
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て

熊
本
地
震
の
教
訓
を
生
か
し
た
今
後

の
市
政
運
営
に
つ
い
て
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総
務
部
長　

全
戸
に
無
償
配
付
（
貸
与
）

の
方
針
。

【
今
後
の
道
路
行
政
に
、

　
　
　

何
か
良
い
仕
組
み
づ
く
り
を
】

田
中　

市
道
の
維
持
・
補
修
に
つ
い
て
、

限
ら
れ
た
予
算
を
計
画
的
・
効
率
的
に
配

分
し
、
市
民
に
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め

に
、
劣
化
状
況
把
握
に
つ
い
て
同
一
基
準

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

昨
年
度
か
ら
支
所
に
道
路
関
係
以

外
の
投
資
的
経
費
も
併
せ
て
配
分
し
、
支

所
長
に
権
限
を
与
え
、
努
力
さ
せ
て
い

る
。
ま
だ
１
年
目
で
あ
り
、
う
ま
く
運
用

で
き
て
い
な
い
面
も
あ
り
、
今
後
指
導
し

て
い
く
。
現
在
、
今
後
の
計
画
策
定
に
向

け
て
支
所
毎
に
調
査
中
で
あ
る
。
近
日
中

に
終
え
る
。

※
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は　

災
害
や
テ
ロ
、
大
事
故

が
生
じ
て
も
重
要
な
業
務
を
中
断
さ
せ

な
い
、
ま
た
は
中
断
し
て
も
可
能
な
限

り
短
い
期
間
で
復
旧
さ
せ
る
た
め
の
方

針
、
体
制
、
手
順
を
示
し
た
計
画
。

【
今
後
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
の

　
　
　
　
　
　

建
設
と
運
営
に
つ
い
て
】

浜
﨑　

全
て
を
一
箇
所
に
統
一
す
る
の
は

大
変
危
険
。
下
島
に
最
低
一
箇
所
は
絶
対

に
必
要
。
稼
働
中
の
「
牛
深
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
を
存
続
出
来
な
い
か
。

市
長　

天
草
広
域
連
合
所
管
事
業
と
な

る
。
十
分
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
天
草
市
に
お
け
る

　
　

地
区
割
呼
称
の
必
要
性
に
つ
い
て
】

浜
﨑　

通
常
は
天
草
地
方
で
い
い
が
、
広

い
の
で
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
分
割
し
て

報
道
等
す
べ
き
。
行
政
区
と
別
の
東
西
南

北
等
の
地
区
割
は
必
要
な
い
か
。

総
務
部
長　

観
光
協
会
な
ど
が
音
頭
を
と

っ
て
進
め
る
事
が
必
要
と
思
う
。

浜
﨑　

天
気
予
報
で
「
天
草
・
芦
北
地

方
」
の
呼
称
に
つ
い
て
切
り
離
す
運
動
は

出
来
な
い
か
。

総
務
部
長　

熊
本
気
象
台
に
確
認
し
た

が
、
見
直
し
は
難
し
い
と
の
回
答
。

　
　【「

熊
本
城
復
興
支
援
」
に
つ
な
が
る

　

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
に
つ
い
て
】

浜
﨑　

「
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
」
を
主
人
公
に

し
た
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
運
動
は
出
来
な

い
か
。

　

初
代
細
川
熊
本
藩
主
忠
利
は
ガ
ラ
シ
ャ

の
三
男
。
キ
リ
シ
タ
ン
つ
な
が
り
で
も

「
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
」
は
天
草
と
関
係
が
あ

る
上
、
「
天
草
・
島
原
の
乱
」
当
時
の
天

草
番
代
「
三
宅
藤
兵
衛
」
は
ガ
ラ
シ
ャ
の

甥
に
あ
た
る
。
他
市
と
協
力
し
誘
致
運
動

を
展
開
出
来
な
い
か
。

観
光
文
化
部
長　

県
・
熊
本
市
の
活
動
状

況
を
調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。　

【
天
草
宝
島
観
光
協
会

　
　
　
　
　

支
部
予
算
に
つ
い
て
】

浜
﨑　

各
支
部
の
宣
伝
活
動
費
が
本
年
度

ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
支
部
と
し
て
、
全

く
動
か
な
く
て
良
い
の
か
。

市
長　

市
で
一
体
化
し
て
取
り
組
む
。

【
天
草
宝
島
親
善
大
使
の
委
嘱
に
つ
い
て
】

浜
﨑　

こ
の
度
４
人
目
の
親
善
大
使
が
任

命
さ
れ
た
が
、
27
年
９
月
、
私
が
推
薦
し

却
下
さ
れ
た
人
と
ど
こ
が
違
う
の
か
。

観
光
文
化
部
長　

平
成
27
年
５
月
に
制
定

し
た
親
善
大
使
設
置
要
綱
取
扱
要
領
１
の

１
の
規
定
「
天
草
市
で
出
生
し
た
者
」
に

該
当
し
な
い
。

浜
﨑　

全
国
１
７
１
８
の
自
治
体
で
そ
ん

な
基
準
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

【
支
所
の
役
割
】

鶴
戸　

支
所
の
権
限
が
薄
い
の
か
、
柔
軟

な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長　

迅
速
か
つ
計
画
的
な
予
算
執
行
に

努
め
る
よ
う
、
年
度
初
め
に
各
支
所
長
に

指
示
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

も
、
本
庁
支
所
間
の
連
携
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
地
域
の
要
望
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

【
災
害
時
に
お
け
る
支
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　

役
割
の
重
要
性
】

鶴
戸　

本
庁
支
所
勤
務
に
関
わ
ら
ず
居
住

地
を
優
先
し
て
職
員
を
避
難
所
に
配
置
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
か
。

総
務
部
長　

今
後
は
、
す
べ
て
の
避
難
所

に
交
代
要
員
を
確
保
す
る
よ
う
見
直
し
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
地
元

に
精
通
し
た
地
元
職
員
を
優
先
し
た
体
制

づ
く
り
を
本
庁
、
支
所
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
地
域
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
】

鶴
戸　

ど
の
よ
う
な
審
査
が
あ
る
の
か
、

計
画
を
上
げ
れ
ば
即
予
算
化
を
さ
れ
事
業

が
で
き
る
の
か
。

地
域
振
興
部
長　

地
域
資
源
の
活
用
度
等

の
10
項
目
で
審
査
し
て
い
る
。
予
算
に
つ

い
て
は
、
10
月
頃
か
ら
の
新
年
度
予
算
要

求
時
期
に
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
及
び

地
区
振
興
会
へ
申
請
予
定
が
あ
る
か
照
会

を
行
い
、
予
算
化
し
て
い
る
。

【
地
域
別
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
】

鶴
戸　

観
光
振
興
や
1
次
産
業
、
商
工
業

な
ど
の
産
業
面
も
含
ま
れ
た
計
画
と
な
っ

て
い
る
の
か
。

地
域
振
興
部
長　

ソ
フ
ト
事
業
を
対
象
に

ま
ち
づ
く
り
計
画
推
進
事
業
の
活
用
や
地

域
の
産
業
振
興
を
目
的
に
ハ
ー
ド
事
業
を

含
め
計
画
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
創
設
事
業
を
活
用

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
産
業
面
に

活
用
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

【
防
災
体
制
の
現
状
評
価
と

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
を
問
う
】

田
中　

個
々
の
防
災
組
織
を
よ
り
強
固
な

も
の
に
し
、
機
能
的
な
連
携
・
支
援
体
制

を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
状
で

の
評
価
は
。

市
長　

各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
防
災
図
上
訓
練
を
実
施
す
る

な
ど
、
連
携
は
と
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民

間
企
業
か
ら
の
物
資
等
支
援
協
定
締
結
も

出
来
て
い
る
。

田
中　

市
の
※
　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）

同
じ
く
市
民
病
院
の
計
画
策
定
は
。

総
務
部
長　

現
在
全
体
的
な
計
画
策
定
に

向
け
、
資
料
収
集
や
関
係
部
署
と
の
調
整

を
始
め
て
い
る
。

病
院
事
業
部
長　

災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
未
策
定
、
計
画
策
定
を
進
め
る
と
共

に
、
医
師
会
・
災
害
拠
点
病
院
と
連
携

し
、
医
療
体
制
の
強
化
を
図
る
。

田
中　

自
主
防
災
組
織
率
向
上
へ
の
対
策

は
。
①
避
難
路
建
設
補
助
、
②
災
害
補
償

に
つ
い
て
。

総
務
部
長　

①
地
域
の
避
難
路
整
備
に
対

す
る
現
行
補
助
金
（
上
限
年
間
５
万
円
）

を
見
直
す
。
②
組
織
に
属
す
る
者
に
事
故

が
あ
っ
た
場
合
の
補
償
に
つ
い
て
は
調
査

す
る
。

田
中　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
の

配
布
方
針
は
。

第二瀬戸大橋完成予想図（熊本県土木部提供）


